
 

＜準備するもの＞

チェック
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物品内容 物品内容 チェック

使い捨て手袋 清拭用濡れタオル

サージカルマスク（必要時） 陰・臀用のタオル

アイシールド（必要時） 石鹸等の洗浄剤（陰部洗浄時）

ビニールエプロン（必要時） 陰部洗浄ボトル（陰部洗浄時）

手指消毒剤 バスタオルあるいはタオルケット

着替え（寝衣・下着・オムツ等）

ビニール袋

内容 理由

利用者の体調は良好か

・利用者の症状に応じて適切な防護具を選
　択する必要がある。
・寒さ・暖かさから血圧の変動から体力を
　消耗する動作であるため

手指衛生を行う
・自分の手指についている病原体から利
　用者を守る

防護具を着用する
①（身のまわりの物に触れているようであれば）

手指衛生→②エプロン→③マスク→
④アイシールド→⑤手袋

利用者が持っている（かもしれない）病原
体から自分を守る

顔・頸部を拭く
目、鼻、口は病原体の出入り口であるた
め、汚染の少ない一番最初に実施する。

上肢→胸部→腹部→背中→下肢→陰部・臀
部の順で洗浄

汚染の広がりや病原体の侵入による起こる
逆行性感染等を予防するため、汚染の少な
い部位から多い部位にかけて洗浄する。

※オムツをしている場合
オムツを外し、①排泄の有無、②排泄量や
形状、③皮膚の状態を観察する

感染の兆候の探知、傷や褥瘡等からの感染
予防

※陰部洗浄を実施する場合
（陰部の場合）
尿道口→膣口→肛門の順に清拭する

肛門部周辺の細菌が尿路に侵入することを
避ける

感染対策チェックリスト
（全身清拭場面）
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※陰部洗浄を実施する場合
（臀部の場合）
上臀部→下臀部→臀裂の順に清拭する

肛門部周辺の細菌を広げない

使用済みオムツの前方部分の内側（汚染
面）を中にして折り込む

汚染部位を内側にすることで、周囲への汚
染を防ぐ

使用済みオムツは取り外した後すぐにゴミ
袋に入れる

周囲への汚染を防ぐ

手指衛生をし、手袋を外し手指衛生を行
う。（褥瘡処置の場合は、新しい手袋に交
換してから処置する）

汚染された手袋のまま触れることで、新し
いオムツや利用者の身体、寝衣への汚染を
防ぐ

着衣を介助後、寝衣を整える ・寝衣や寝具のシワによる褥瘡を予防する

防護具を脱衣する
①手袋→②エプロン→③マスク

一番汚染している手袋から脱衣し、周囲の
汚染を防ぐ

手指衛生を行う
利用者の持っている（かもしれない）病原
体から自分と環境を守る
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